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木こ

の

浦う
ら

地
区
は
海
沿
い
の
３
集

落
と
山
間
の
２
集
落
か
ら
成

り
、
住
民
は
全
体
で
約
２
８
０

世
帯
約
６
８
０
人
。
海
沿
い
の

国
道
か
ら
３
㌔
余
り
山
間
に
入

る
と
、
最
奥
の
中
尾
集
落
の
ほ

ぼ
中
心
に
長
者
温
泉
「
ゆ
と
り

館
」
が
あ
る
。

　
温
泉
は
集
落
活
性
化
の
目
玉

と
し
て
旧
町
が
27
年
前
に
建

設
、
中
尾
集
落
を
中
心
に
木
浦

地
区
が
運
営
し
て
き
た
。
地
元

に
よ
る
と
、中
尾
集
落
は
当
時
、

25
世
帯
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
現
在

は
16
世
帯
に
減
っ
た
。

　

集
落
で
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
た「
ゆ
と
り
館
」を
現
在
、

担
う
の
は
東
京
か
ら
移
り
住
ん

だ
30
代
の
屋
村
祥
太
さ
ん
と
靖

子
さ
ん
夫
妻
だ
。

　
２
人
と
も
関

東
出
身
。
結
婚

し
て
東
京
で
暮

ら
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
２
０
１

１
年
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
。
そ
れ
が
靖
子
さ
ん

に
「
あ
る
決
心
」
を
さ
せ
た
。

　
「
震
災
で
東
京
も
計
画
停
電

や
ス
ー
パ
ー
の
品
不
足
な
ど
の

影
響
を
受
け
、
次
第
に
、
自
然

の
中
で
の
生
活
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
前
か
ら
雪
国
の
暮

ら
し
に
は
興
味
が
あ
っ
た
」

　
心
の
中
で
膨
ら
む
思
い
に
駆

ら
れ
、
震
災
か
ら
４
年
後
、
仕

事
を
辞
め
て
夫
を
残
し
、
津
南

町
の
秋
山
郷
へ
移
り
住
ん
だ
。

そ
の
後
、
新
潟
に
つ
い
て
見
聞

が
広
が
っ
て
木
浦
を
知
り
「
海

と
山
の
両
方
の
暮
ら
し
が
楽
し

め
る
」
と
気
に
入
っ
た
。
海
側

の
集
落
で
中
古
住
宅
を
見
つ
け

て
購
入
し
た
。
こ
ち
ら
も
即
断

即
決
。
東
京
の
夫
へ
は
電
話
で

事
後
報
告
し
た
。

　
祥
太
さ
ん
は「
ホ
ン
ト
、び
っ

く
り
の
連
続
。
妻
は
ど
う
し
て

も
そ
う
し
た
か
っ
た
み
た
い

で
、
反
対
し
な
か
っ
た
」。

　
16
年
12
月
、
糸
魚
川
大
火
の

直
前
、
初
め
に
靖
子
さ
ん
が
移

り
住
ん
だ
。
そ
の
１
年
４
カ
月

後
の
18
年
３
月
、
勤
め
を
辞
め

た
祥
太
さ
ん
も
糸
魚
川
へ
。

住
民
減
り
存
廃
の
危
機

「
私
た
ち
が
」と
名
乗
り

　
人
口
減
少
が
ど
こ
も
深
刻
だ
。
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
少
は
後
継
者
不
足
や
商
店
街
衰
退
、
空

き
家
増
加
な
ど
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
山
間
集

落
の
維
持
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
。
糸
魚
川
市
（
旧

能
生
町
）
の
山
間
に
あ
る
長
者
温
泉
「
ゆ
と
り
館
」

は
長
年
、
地
元
集
落
が
運
営
し
て
き
た
が
、
人
口

減
少
で
運
営
困
難
と
な
り
、
廃
止
が
取
り
沙
汰
さ

れ
た
。
そ
こ
へ
、
東
京
か
ら
移
住
し
て
き
た
若
い

夫
妻
が
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
住
民
と
協
力
し
て
心

通
わ
せ
な
が
ら「
地
域
残
し
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

巻頭
特集

糸魚川の山間 長者温泉「ゆとり館」

集落に代わり移住夫妻が運営集落に代わり移住夫妻が運営
� —�東京から

屋
おく

村
むら

�祥太さん　靖子さん

紡
い
で

紡
い
で

こ
こ
ろ

こ
こ
ろ

「
ゆ
と
り
館
」
の
前
に
立
つ
屋

村
靖
子
さ
ん
、
祥
太
さ
ん
、
日

和
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
に
秋
田
犬
の

吉
（
き
ち
）
＝
10
月
10
日
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１
泊
５
０
０
０
円
）。
さ
ら
に
、

ペ
ッ
ト
も
一
緒
の
宿
泊
プ
ラ
ン

な
ど
。
こ
う
し

た
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で

発
信
、
誘
客
に

努
め
る
。

　
「
引
き
継
ぐ

ま
で
は
地
元
や

市
と
の
協
議
が

大
変
だ
っ
た
け

ど
、
今
は
温
泉

の
仕
事
が
楽
し

い
」
と
靖
子
さ

ん
。

　
祥
太
さ
ん
は

「
草
刈
り
や
側

溝
の
泥
上
げ
、

冬
囲
い
な
ど
、

集
落
と
力
を
合

わ
せ
て
暮
ら
し

て
い
る
。
大
変

　
先
に
移
住
し
た
靖
子
さ
ん
が

長
者
温
泉
「
ゆ
と
り
館
」
に
つ

い
て
知
っ
た
の
は
回
覧
板
だ
っ

た
。
集
落
の
高
齢
化
と
人
口
減

少
で
、
温
泉
の
共
同
運
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え

て
い
た
。
靖
子
さ
ん
の
心
が
揺

れ
動
い
た
。

　
「
温
泉
を
長
年
、
集
落
が
運

営
し
て
き
た
な
ん
て
、
す
ご
い

な
あ
。温
泉
は
木
浦
地
区
の
宝
。

そ
の
地
区
は
移
住
者
の
私
た
ち

を
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
」

　
18
年
４
月
、
仲
間
と
任
意
団

体
を
設
立
。
運
営
に
名
乗
り
を

上
げ
、
施
設
を
所
有
す
る
市
の

承
諾
も
得
た
。
夫
が
移
住
し
て

来
る
前
月
だ
っ
た
。

　
２
年
後
の
20
年
、
任
意
団
体

を
株
式
会
社
「
ｔ

ツｓ
ｕ
ｇギ

ｉ

ｈハａ
ｇ

ギｉ　
ｂブ

ル

ー

ｌ
ｕ
ｅ
」
に
組

織
替
え
。
社
長
に
靖
子
さ
ん
、

取
締
役
に
祥
太
さ
ん
が
就
い

た
。
会
社
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
で
は
「
こ
の
宿
、
地
域

を
残
す
た
め
の
事
業
を
行
う
」

と
紹
介
し
て
い
る
。

　
「
宿
残
し
」「
地
域
残
し
」
へ

向
け
、
２
人
は
ア
イ
デ
ア
を

次
々
と
具
体
化
。そ
の
１
つ
が
、

年
間
３
万
円
で
素
泊
ま
り
12
泊

で
き
る「
定
額
制
宿
泊
プ
ラ
ン
」

だ
（
素
泊
ま
り
は
大
人
税
込
み

な
面
も
あ
る
が
、
癒
や
し
も
あ

る
」
と
話
す
。

　
２
人
に
は
20
年
に
長
女
日
和

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
、
現
在
、
保

育
園
に
通
う
。
新
発
田
保
健
所

か
ら
譲
り
受
け
た
秋
田
犬
の
大

き
な
吉き

ち

（
メ
ス
、
推
定
７
歳
）

も
大
切
な
家
族
だ
。

　
中
尾
集
落
の
伊
藤
之ゆ

き

三ぞ
う

区
長

は
「
若
い
２
人
が
温
泉
を
引
き

継
い
で
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。

集
落
の
中
で
２
人
は
頑
張
っ
て

い
る
。
集
落
で
子
ど
も
の
声
が

聞
こ
え
る
の
は
や
は
り
い
い
」

と
目
を
細
め
る
。

　

祥
太
さ
ん
は
語
る
。「
集
落

に
特
別
な
も
の
は
何
も
な
い
。

温
泉
も
宿
も
小
さ
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
宿
に
は
暮
ら
す
よ
う
に

宿
泊
し
て
、
土
地
の
魅
力
を
見

つ
け
て
ほ
し
い
」

　

今
後
に
つ
い
て
靖
子
さ
ん
。

「
ゆ
と
り
館
を
『
次
』
に
引
き

継
が
な
け
れ
ば
。
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
」
と
、
口
調
に
は
使

命
感
が
に
じ
む
。

　

集
落
の
宝
の
温
泉
を
守
り
、

集
落
に
溶
け
込
む
夫
妻
。
住
民

と
心
を
紡
ぎ
合
い
、
集
落
に
新

風
を
巻
き
起
こ
し
続
け
る
。

ふぁみりー館の共有スペース。築後100年以上という古民家は趣がある

屋村夫妻と散歩する吉。大きな犬だが、とてもおとなしい

【
長
者
温
泉
「
ゆ
と
り
館
」】
建

物
は
２
棟
あ
り
、
２
階
建
て

の
「
ゆ
と
り
館
」
は
フ
ロ
ン
ト

や
温
泉
、
宿
泊
部
屋
。
渡
り
廊

下
で
つ
な
が
る
「
ふ
ぁ
み
り
ー

館
」
は
か
や
ぶ
き
屋
根
の
平
屋

建
て
で
、
キ
ッ
チ
ン
や
食
事
の

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

【
泉
質
】
弱
ア
ル
カ
リ
性
、
メ

タ
珪
酸
を
含
む
美
肌
の
湯
。

【
宿
泊
料
金
】
素
泊
ま
り
の
み
。

１
泊
税
込
み
で
大
人
５
０
０
０

円
、
小
学
生
３
５
０
０
円
、
幼

児
１
５
０
０
円
。
１
人
客
は
プ

ラ
ス
１
５
０
０
円
。
食
事
は
持

ち
込
み
か
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン

を
使
っ
て
の
自
炊
。
宿
泊
定
員

は
７
部
屋
24
人
。

【
定
額
プ
ラ
ン
】
３
万
円
で
年

間
12
泊
で
き
る
。
例
年
、
年
度

末
に
一
定
枠
を
募
集
。

【
ペ
ッ
ト
宿
泊
】
ペ
ッ
ト
シ
ー

ツ
代
や
清
掃
代
で
１
匹
１
０
０

０
円
。
指
定
の
予
防
接
種
済
み

な
ど
が
条
件
で
、
１
畳
ほ
ど
の

ケ
ー
ジ
内
の
み
。
共
有
ス
ペ
ー

ス
に
は
入
れ
な
い
。

【
日
帰
り
温
泉
】
大
人
４
０
０

円
、
小
人
２
５
０
円
、
幼
児
１

５
０
円
。プ
ラ
ス
１
０
０
円（
幼

児
は
プ
ラ
ス
50
円
）
で
休
憩
室

が
利
用
で
き
る
。

【
電
話
】
０
２
５
（
５
６
６
）

３
４
８
５
。
定
休
日
は
毎
月
第

４
水
曜
。
住
所
は
糸
魚
川
市
木

浦
１
８
７
７
８
。

「
宿
の
仕
事
、大
変
よ
り
楽
し
い
」

温泉の魅力ネット発信
「バトンを次へ」責任感に満ち
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第
76
回
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
」開
始
日
の
10
月
１
日
、

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
日
報
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
開
始
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
「
赤
い
羽

根　
空
の
第
一
便
」
伝
達
式
が

行
わ
れ
＝
写
真
＝
、
厚
生
労
働

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
県
知
事
と

新
潟
市
長
へ
、
中
央
共
同
募
金

会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
県
共
同
募

金
会
長
と
新
潟
市
共
同
募
金
委

員
会
長
へ
、
全
日
空
の
グ
ラ
ン

ド
ス
タ
ッ
フ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
共
同
募
金
会
の
佐
藤
明
会

情

報

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

赤
い
羽
根

長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
ま
ら
な
い
が
、
こ

う
い
う
時
こ
そ
赤
い
羽
根
共
同

募
金
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
セ
レ

モ
ニ
ー
当
日
の
街
頭
募
金
は
実

施
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
列
席

者
か
ら
積
極
的
に
募
金
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

葉
区
の
新
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
新
津
Ｃ
Ｃ
）
で
開
か
れ
、

あ
い
に
く
の
お
天
気
で
し
た

が
、
１
５
９
人
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
表
彰
式
は
今
年
も
見
送
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
共
同
募
金

会
へ
の
募
金
贈
呈
式
は
例
年
通

り
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
参
加
者
全
員
か
ら

の
寄
付
金
15
万
９
千
円
が
、
参

加
者
を
代
表
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
松
岡
輝
彦
事
務
局
長
か
ら
佐

藤
明
県
共
募
会
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
津
Ｃ
Ｃ
を
運
営
す

る
新
潟
観
光
開
発
株
式
会
社
の

高
橋
道
映
社
長
か
ら
も
10
万
円

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

月
末
ま
で
新
潟
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
―
焼
島
駅
（
東
区
）
間
を

走
り
、
も
う
１
台
は
東
京
の
隅

田
川
駅
構
内
で
運
行
さ
れ
る
な

ど
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
月
１
日
か
ら
３
月

末
日
ま
で
、
新
潟
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
―
隅
田
川
駅
間
で
運
行

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
第
10
回
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
が
10
月
10
日
、
新
潟
市
秋

　

日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社

（
Ｊ
Ｒ
貨
物
）
の
機
関
車
を
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
文
字
や
ロ

ゴ
で
彩
る
「
赤
い
羽
根
共
同
募

金
ラ
ッ
ピ
ン
グ
機
関
車
」
の
お

披
露
目
会
が
９
月
30
日
、
新
潟

市
東
区
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
東
新
潟
機

関
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
機
関
車
は
赤
い
羽
根
の
丸
い

ロ
ゴ
を
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
装

着
。
車
体
側
面
に
は
「
じ
ぶ
ん

の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。
赤

い
羽
根
共
同
募
金
」
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
赤
い
羽
根
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
機
関
車
は
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

で
す
。
機
関
車
は
計
３
台
と
な

る
予
定
で
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
に
合
わ
せ
、
１
台
は
12

慈
善
ゴ
ル
フ

ナ
イ
ス
寄
付

�

新
津
Ｃ
Ｃ
で
１
５
９
人

誰
か
が
誰
か
を
支
え
て
…

「
赤
い
羽
根
募
金
」今
年
も
新潟で
開始式

Ｊ
Ｒ
貨
物
機
関
車

　

先
頭
に
赤
い
羽
根

新
潟
で
運
行
控
え
お
披
露
目
会

お披露目された赤い羽根共同募金ラッピング機関車

寄付金を受け取る佐藤明・県共募会長㊧
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支
援
態
勢
、
急
ぎ
確
立

　

災
害
発
生
直
後
の
８
月
４

日
、県
社
会
福
祉
協
議
会
は「
新

潟
県
災
害
福
祉
支
援
活
動
本

部
」
を
事
務
局
内
に
設
置
。
本

部
は
村
上
市
と
関
川
村
で
地
元

の
社
協
に
よ
る
災
害
Ｖ
Ｃ
設
置

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
２
カ

所
の
災
害
Ｖ
Ｃ
に
連
日
、
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。　
併
せ
て
、

市
町
村
社
協
に
対
し
て
、
相
互

支
援
協
定
に
基
づ
き
、
職
員
派

遣
を
依
頼
。
切
れ
目
の
な
い
支

援
態
勢
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
感
染
下
で
受
け
入
れ

　
災
害
発
生
時
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
第
７
波
に
よ

り
、
感
染
者
が
拡
大
し
て
い
る

最
中
で
し
た
。
誰
も
経
験
の
な

い
感
染
下
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

受
け
入
れ
と
な
り
、
感
染
拡
大

を
招
か
な
い
よ
う
、
慎
重
な
対

応
が
求
め
ら
れ
、
受
け
入
れ
範

囲
は
当
初
、
村
上
と
関
川
の
災

害
Ｖ
Ｃ
と
も
に
「
県
北
地
域
ま

た
は
県
内
」
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
お
盆
前
を
ピ
ー
ク

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
減
少
。

被
災
者
の
支
援
要
請
へ
の
対
応

が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
地
元
自
治
体
と
の

協
議
や
調
整
の
ほ
か
、
県
医
療

調
整
本
部
に
も
感
染
対
策
を
確

認
す
る
な
ど
、
慎
重
を
期
し
な

が
ら
受
け
入
れ
範
囲
を
隣
接
５

県
に
拡
大
。
そ
の
結
果
、
隣
接

５
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

大
勢
受
け
入
れ
、
作
業
件
数
は

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
利
点
活
用

　

今
回
の
災
害
対
応
で
有
効

だ
っ
た
の
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

い
、
毎
日
開
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
情
報
共
有
会
議
で
す
。

　
村
上
と
関
川
も
一
緒
に
な
っ

た
合
同
の
会
議
は
、
そ
の
日
の

活
動
を
終
え
た
夕
方
や
夜
間
を

中
心
に
開
か
れ
ま
し
た
。
県
社

協
と
両
災
害
Ｖ
Ｃ
、
県
内
の
支

援
団
体
、
全
社
協
な
ど
全
国
の

支
援
組
織
も
参
加
。
会
議
で
は

支
援
状
況
を
は
じ
め
、
資
機
材

の
調
達
状
況
や
、
復
旧
な
ど
各

分
野
に
詳
し
い
人
材
の
派
遣
調

整
な
ど
を
報
告
し
合
い
、
翌
日

か
ら
の
効
果
的
・
効
率
的
な
支

援
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
メ
リ
ッ

ト
は
ど
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
て
も

つ
な
が
る
た
め
、
対
面
開
催
の

場
合
と
比
べ
、
移
動
時
間
が
不

要
に
な
る
点
で
す
。

（
↖
７
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

感
染
下 

慎
重
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ

切
れ
目
な
い
支
援
態
勢
、
直
ち
に
構
築

県北豪雨 災害県北豪雨 災害ＶＶ
ボランティアセンター

ＣＣ振り返る振り返る
　
８
月
初
め
の
大
雨
に
よ
り
、
荒
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
し
て

県
北
地
域
の
村
上
市
や
関
川
村
、
胎
内
市
で
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。県
北
豪
雨
災
害
を
受
け
、

村
上
市
と
関
川
村
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し
て
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
災
害
Ｖ
Ｃ
）
を
設
置
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
支
援
を
求
め
る
被
災
者
の
調
整
を
続
け
ま
し

た
。
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
を
行
っ
た
県
社
会
福
祉
協
議
会

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
振
り
返
り
ま
す
。

オンラインを使った情報共有会議＝関川村災害VC

新潟県社会福祉協議会
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今
回
も
関
係
者
の
誰
も
が
多
忙
な

中
、
距
離
を
感
じ
さ
せ
ず
、
被
災
地

の
災
害
Ｖ
Ｃ
と
リ
ア
ル
に
情
報
共
有

で
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　
研
修
受
講
者
が
大
活
躍

　
災
害
Ｖ
Ｃ
で
大
切
な
役
割
の
一
つ

が
、
支
援
を
求
め
る
被
災
者
へ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
送
り
出
す
「
マ
ッ
チ
ン

グ
班
」や
、泥
だ
し
に
必
要
な
ス
コ
ッ

プ
な
ど
を
そ
ろ
え
る
「
資
機
材
班
」

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

　

彼
ら
の
多
く
は
県
社
協
が
毎
年
、

実
施
す
る
「
災
害
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」
を
受
講
し
た

修
了
者
で
、
普
段
か
ら
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
の
育
成
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
災
害
Ｖ
Ｃ
９
月
末
閉
所

　
村
上
市
と
関
川
村
の
災
害
Ｖ
Ｃ
は

９
月
末
で
閉
所
、
10
月
か
ら
「
む
ら

か
み
見
守
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
関

川
村
地
域
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
生
活
支
援
相
談
員
が
被

災
者
の
生
活
や
仮
設
住
宅
の
相
談
支

援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
社
協
で
は
今
回
の
災
害
支
援
を

通
し
て
、
改
め
て
市
町
村
社
協
、
県

内
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
の
重

要
性
を
痛
感
。
こ
う
し
た
地
元
主
体

を
中
心
に
関
係
機
関
も
加
わ
っ
た

「
協
働
型
」
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
へ
向
け
、
人
材
育
成

や
訓
練
に
取
り
組
む
必
要
性
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

人
材「
養
成
研
修
」生
き
る

連
携
の
重
要
性
再
認
識

ボランティアに注意点などのオリエンテーション＝村
上市災害VC

　「新潟県民間社会福祉職員退職積立基金」制度の令和
３年度末現在の現況を報告します。この制度は、県社
会福祉協議会の会員の施設・団体に勤務する職員が退
職する際、一時金または年金を支給しようと、県社協
が運営しています。
　令和３年度は事業所の脱退が多く、加入施設数は減
少しました。一方、加入者数は職員の加入が毎月可能
になった影響もあり、増加しています。また、年齢・
男女別の加入者数の割合に大きな変動はありません。

　令和３年度における給付状況は、給付者数、給付額
ともに増加しました。
　退職金給付対象者の勤続年数は「勤続10年未満」が
69.7％を占めています（表４参照）。

令
和
３
年
度
末

基
金
現
況
報
告

加入施設数減少 人数は増加
新潟県 民間社会福祉職員退職積立新潟県 民間社会福祉職員退職積立

１　加入施設・加入者の状況
令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末

加入施設・団体数 634 648 644
加入者数 22,706 23,008 23,162

３　給付の状況� （単位：円／人）
令和元年度 令和２年度 令和３年度

退職者給付総額 578,064,318 606,653,995 676,317,682
一時金給付総額 541,117,654 560,490,522 621,386,651
一時金給付者数 1,712 1,650 1,752
年金給付総額 36,946,664 46,163,473 54,931,031
年金給付者数 232 265 311

２　年齢・男女別加入者状況�
年齢 男性 女性 合計 割合

20歳未満 15 28 43 0.2%
20歳以上30歳未満 1,012 2,497 3,509 15.2%
30歳以上40歳未満 1,809 3,736 5,545 23.9%
40歳以上50歳未満 1,994 4,862 6,856 29.6%
50歳以上60歳未満 1,122 4,114 5,236 22.6%

60歳以上 509 1,464 1,973 8.5%
合計 6,461 16,701 23,162 100.0%

４　退職者の勤続年数（男女別）�
年齢 男性 女性 合計 割合
１年未満 77 189 266 12.2%

１年以上５年未満 181 588 769 35.2%
５年以上10年未満 133 355 488 22.3%
10年以上15年未満 70 207 277 12.7%
15年以上20年未満 38 122 160 7.3%

20年以上 52 174 226 10.3%
合計 551 1,635 2,186 100.0%
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました
新型コロナウイルスを含む特定感染症に対し、
　　　　　　新たなオプションが追加されました

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

❸ 役職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

（SJ21-12224から抜粋）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

令和４年度

保険期間１年
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。
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❶ 職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 役職員の傷害事故補償
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（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）
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❸ 役職員の感染症罹患事故補償
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❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

1事故10万円限度 1事故10万円限度

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

NEW

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

（SJ21-12224から抜粋）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

令和４年度

保険期間１年

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
視

覚
障
害
柔
道
選
手
で
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
廣
瀬
誠
さ

ん
（
愛
知
県
立
名
古
屋
盲
学
校

教
員
）
が
「
誰
も
が
活
躍
で
き

る
社
会
を
目
指
し
て
」を
講
演
。

病
気
で
高
校
時
代
に
目
が
不
自

由
に
な
っ
た
廣
瀬
さ
ん
は
「
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
は
障
害
者
理
解
を

進
め
る
力
が
あ
る
。
障
害
は
不

幸
で
な
い
。『
ど
う
せ
な
ら
楽

し
も
う
』
と
い
う
言
葉
を
名
刺

に
記
し
て
い
る
」
と
前
向
き
な

姿
勢
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ニ
ア
世
代
の
体
操
の
お

兄
さ
ん
」と
し
て
知
ら
れ
る「
ご

ぼ
う
先
生
」
こ
と
、
簗や
な
瀬せ

寛
さ

ん
は
「
元
気
を
キ
ー
プ
！　
ご

ぼ
う
先
生
と
楽
し
む
イ
ス
体

操
」
と
題
し
、
紹
介
す
る
体
操

を
次
々
、
参
加
者
か
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
数
を
数
え
て
手

を
打
つ
体
操
で
は
、
３
の
倍
数

の
時
だ
け
手
を
打
た
ず
に
広
げ

る
約
束
に
し
ま
し
た
が
、
や
や

こ
し
く
て
、
誰
も
が
失
敗
し
が

ち
に
。
そ
の
都
度
、
会
場
は
大

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
認
知
症
に
や
さ
し
い

ま
ち
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
か

れ
ま
し
た
。
認
知
症
当
事
者
で

あ
る
、
埼
玉
県
オ
レ
ン
ジ
大
使

の
２
人
が
登
壇
。「
若
年
性
の

認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
が
、
各

地
で
講
演
し
た
り
、
仲
間
を

作
っ
た
り
、
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
障
害
者
ら
が
生

産
し
た
農
産
物
を
販
売
す
る

「
農
福
マ
ル
シ
ェ
」
や
、
子
ど

も
た
ち
の
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
福

祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
２
２
ｉ
ｎ
上
越
」
が
10
月
22

日
、
上
越
市
の
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

ま
し
た
。
昨
年
と
同
じ
会
場
で
す
が
、９
月
の
長
岡
に
続
き
、

上
越
で
も
３
年
ぶ
り
に「
フ
ェ
ア
」の
名
称
が
復
活
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
昨
年
、
初
め
て
来
場
し
て
人
気
を
集
め
た
、
シ
ニ
ア

世
代
の
体
操
の
お
兄
さ
ん
の
「
ご
ぼ
う
先
生
」
や
、
柔
道
パ

ラ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
講
演
会
を
は
じ
め
、
認
知
症
に
関

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
座
、
農
福
マ
ル
シ
ェ

な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
は

新
潟
日
報
社
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
上
越
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
。
11
月
26
日
に
は
新
潟
市
で
も
開
か
れ
ま
す
。

上越「フェア」も多彩に上越「フェア」も多彩に
福
祉
・
介
護
・
健
康

ご
ぼ
う
先
生 

― 

い
す
体
操
に
ぎ
や
か

廣
　
瀬
さ
ん 

― 

前
向
き
な
姿
勢
強
調
ステージ

障害は不幸ではない 体操は楽しくが一番
柔道少年らも駆け付けた、廣瀬誠
さんの講演

埼玉県オレンジ大使の２人（中央）が参加したパネル討論

にぎわった「農福マルシェ」

会場は笑い声に包まれた、ごぼ
う先生の講演
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長

視
察
研
修
」
が
10
月
４
、５
日
に
上

越
市
で
開
か
れ
、
県
内
20
社
協
の
会

長
・
副
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
会

長
視
察
研
修
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
２
年
間
中

止
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
。

　
初
日
の
研
修
会
は
、
明
治
44
年
に

開
業
し
日
本
最
古
級
の
映
画
館
「
高

田
世
界
館
」
が
会
場
で
し
た
。
初
め

に
、
県
社
協
の
竹
内
希
六
会
長
に
よ

る
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
上
越
市
の

中
川
幹
太
市
長
や
市
社
協
の
橋
本
眞

孝
会
長
が
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
を
述
べ
ま

し
た
。

　

続
く
「
話
題
提
供
・
取
組
紹
介
」

で
は
３
団
体
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
市
社
協
の
佐
藤
貴
規
参
事
は
災
害

時
を
想
定
し
、
日
頃
か
ら
関
係
機
関

や
近
隣
市
町
村
社
協
と
連
携
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
態
勢
を
整

備
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

　

市
社
協
が
運
営
す
る
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
「
や
す
づ
か
学
園
」
の
竹
田

一
昭
学
園
長
ら
が
卒
園
生
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
動
画
な
ど
も
交
え
、
日
頃
の

取
り
組
み
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
一
般
社
団
法
人
「
中
郷
区
さ
と
ま

る
学
校
」
の
竹
内
靖
彦
理
事
長
ら
は

地
域
の
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
取
り

組
む
地
域
福
祉
の
実
践
活
動
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
上
越
の
歴
史
・
文
化
に

触
れ
よ
う
と
寺
院
を
巡
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
シ
ニ
ア
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
で
競
う
第
34
回
「
全
国
健
康
福

祉
祭
神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相
模

原
大
会
」（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な

が
わ
２
０
２
２
）
へ
出
場
す
る
新
潟

県
選
手
団
の
結
団
式
が
10
月
11
日
、

新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
全

国
大
会
は
２
年
間
、
開
か
れ
て
お
ら

ず
、
11
月
に
３
年
ぶ
り
の
開
催
を
目

指
し
ま
す
。

　
新
潟
市
を
除
く
県
内
市
町
村
で
つ

く
る
県
選
手
団
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
剣
道
、

弓
道
、
卓
球
な
ど
13
種
目
に
93
人
が

出
場
予
定
で
す
。
こ
の
日
の
結
団
式

に
は
各
種
目
の
監
督
や
主
将
な
ど
約

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
選
手
団
長
の
関
原
貢
県
社

会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
・
事
務
局

長
が
「
地
域
や
世
代
を
越
え
て
交
流

の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
会
場
の
選
手
団
が
種

目
別
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
知
事
の
祝
辞
を
「
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
輪
を
ま
す
ま
す
広
げ
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
、
伊
藤
隆
之
高
齢
福
祉

保
健
課
長
が
代
読
。
真
紅
の
県
旗
が

伊
藤
課
長
か
ら
選
手
団
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
主
将
の
今
井
正
敏
さ
ん
＝
燕

市
＝
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
猪
俣
弘

平
監
督
＝
長
岡
市
＝
が
「
新
潟
県
選

手
と
し
て
粘
り
強
く
全
力
で
プ
レ
ー

す
る
」
と
決
意
表
明
。
各
種
目
の
代

表
は
活
躍
を
互
い
に
誓
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。

市町村社協の会長らによる「視察研修」

感染禍で
中止続き

３
年
ぶ
り
上
越
で
開
催

市
町
村
社
協
会
長
の
視
察
研
修

出
場
種
目
代
表
ら

全
力
の
活
躍
誓
う

県
選
手
団
結
団
式

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

結団式の後、真紅の県旗とともに記念撮影する県選手団
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向
か
い
合
っ
た
相
手
の
右
腕

の
ひ
じ
か
ら
指
先
ま
で
を
、
自

分
の
指
で
リ
ン
パ
腺
に
沿
っ
て

優
し
く
、
な
で
て
さ
す
る
。
時

に
指
を
１
本
ず
つ
さ
す
る
。
約

15
分
間
、
繰
り
返
し
、
次
は
左

腕
へ
―
。

　
相
手
に
触
れ
、
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
と
呼
ぶ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
化
粧
を
施
す
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー
」
の
施

術
の
様
子
だ
。
２
０
１
４
年
に

設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人

「
日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ
ス
ト

協
会
」（
本
部
・
大
阪
）
は
、

触
れ
て
行
う
施
術
が
「
高
齢
者

の
笑
顔
、
元
気
、
自
立
支
援
に

つ
な
が
る
」
と
提
唱
す
る
。

　

竹
谷
さ
ん
は
協
会
認
定
の

ビ
ュ
ー
テ
ィ
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ス

ト
で
、
県
内
た
だ
１
人
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
。

　
「
協
会
発
足
の
後
、
東
京
に

通
っ
て
講
座
を
受
講
し
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

５
年
後
、
大
阪
で
の
養
成
講
座

を
受
講
し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
を
得
ま
し
た
」。
現

在
は
新
潟
や
長
岡
な
ど
で
年
に

２
度
ほ
ど
、
講
座
を
開
き
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
養
成
に
努
め
る
。

　
「
触
れ
る
」
施
術
に
関
心
を

持
っ
た
の
は
10
年
余
り
前
、
フ

ラ
ン
ス
で
開
発
さ
れ
た
ケ
ア
技

法
「
ｈユ

マ

ニ

チ

ュ

ー

ド

ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ

（
仏
語
、
人
間
ら
し
さ
）」
を
紹

介
す
る
テ
レ
ビ
番
組
を
見
た
の

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
こ
の
技
法
は
認
知
能
力
が
低

下
し
た
高
齢
者
ら
に
「
話
す
」

「
触
れ
る
」
な
ど
の
施
術
で
働

き
掛
け
、
人
間
性
回
復
を
目
指

す
と
い
う
。
番
組
で
は
仏
人
施

術
者
が
、
認
知
症
で
無
表
情
の

高
齢
女
性
に
触
れ
て
話
し
掛
け

続
け
る
と
、
次
第
に
笑
顔
を
見

せ
て
い
く
様
子
を
伝
え
た
。

　
「
当
時
、
私
は
50
代
と
な
り
、

実
家
で
暮
ら
す
高
齢
の
母
親
が

気
に
な
り
始
め
た
。
認
知
症
の

予
防
を
知
り
た
く
て
、
触
れ
る

技
法
に
可
能
性
を
感
じ
て
『
こ

れ
だ
』
と
思
っ
た
」

　
習
お
う
と
考
え
た
が
、
教
え

て
く
れ
る
所
が
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
近
く
発

足
す
る
「
日
本
介
護
美
容
セ
ラ

ピ
ス
ト
協
会
」の
施
術
に
は「
触

れ
る
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ

タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ー
に
進
ん
だ
。

　
先
述
の
よ
う
に
東
京
へ
通
っ

て
資
格
を
取
得
後
、
老
人
ホ
ー

ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
在
宅

高
齢
者
に
施
術
を
始
め
た
。
そ

の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
で
休
止
し
た
が
、
在

宅
の
高
齢
者
や
母
親
に
は
施
術

を
続
け
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
頃
、
さ
す
っ
て
も

ら
う
と
痛
み
が
和
ら
い
だ
体
験

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
人
に

な
っ
て
も
腕
や
足
を
ぶ
つ
け
る

な
ど
し
て
痛
み
を
感
じ
る
と
、

思
わ
ず
、
そ
の
場
所
に
手
を
当

て
て
し
ま
う
。

　
「
触
れ
る
こ
と
に
は
心
地
よ

さ
や
安
心
感
な
ど
、
理
屈
抜
き

の
効
用
が
あ
り
、
そ
の
働
き
掛

け
が
認
知
症
の
予
防
に
も
つ
な

が
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
」

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
だ
け
で
な

く
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人

も
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
誰
に
で
も
施
術
し
た
い
と

意
気
込
む
。

　
「
施
術
の
後
は
み
ん
な
生
き

生
き
し
た
顔
に
な
る
。だ
か
ら
、

施
術
で
み
ん
な
を
元
気
に
す
る

の
が
夢
で
す
」

触
れ
る
施
術
で
皆
を
元
気
に

福 祉 の 現 場
No.58

―�福祉の現場で働く人たちに�
� 思いを聞きました―

竹た
け

谷や

　
茂し

げ

子こ 

さ
ん

一
般
社
団
法
人

日
本
介
護
美
容
セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会

認
定
ビ
ュ
ー
テ
ィ
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ス
ト

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

〒950-2014
新潟市西区小針西
E-mail:�s.takeya218@gmail.com
＜施術料＞20分間1,650円
　　　　　30分間2,200円

連

絡

先
イベント会場での体験施術

【
一
般
社
団
法
人「
日
本
介
護
美
容
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
」】２
０
１
４
年
に
一

般
社
団
法
人
。
そ
の
19
年
前
、
高
齢

者
施
設
で「
化
粧
療
法
」と
し
て
活
動

を
開
始
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災（
２
０
１
１
年
３
月

11
日
）の
翌
年
か
ら
福
島
へ
出
向
き
、

被
災
者
ケ
ア
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
、
約
６
４
０
０
人
に「
触

れ
る
」施
術
を
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
タ
ッ
チ
セ
ラ
ピ
ス
ト
」

を
２
千
人
以
上
養
成
し
て
き
た
。

　

協
会
の
住
所
は
大
阪
市
福
島
区

海
老
江
１
の
11
の
17
、
電
話
は

０
１
２
０（
５
５
１
）３
３
４
。
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新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
２
階

の「
図
書
情
報
ル
ー
ム
」（
通
称・

ユ
ニ
ゾ
ン
の
図
書
館
）
お
薦
め

の
「
今
月
の
本
」。

70
歳
か
ら
「
朝
食
な
し
」

　
と
あ
る
ギ
タ
ー
漫
談
師
の
ネ

タ
。
息
子
が
、
口
う
る
さ
い
親

と
言
い
合
う
。

　
息
子
「
グ
レ
て
や
る
」

　
親
「
ボ
ケ
て
や
る
」

　
「
グ
レ
て
や
る
」
は
良
く
聞

く
が
、「
ボ
ケ
て
や
る
」
は
耳

新
し
い
。
子
の
捨
て
台
詞
へ
の

親
の
対
応
策
は
、
長
寿
高
齢
社

会
の
中
で
進
化
・
変
容
し
た
の

か
―
と
、
笑
っ
て
は
い
ら
れ
な

い
。
認
知
症
の
親
を
抱
え
る
苦

労
は
想
像
に
余
り
あ
る
。

　
「
親
の
認
知
症
は
食
事
で
予

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
担

当
経
験
者
ら
が
講
師
を
務
め
る

第
１
回
「
社
協
の
た
め
の
広
報

紙
講
座
」
が
来
年
２
月
28
日
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
か
れ
ま
す
。

　
主
催
す
る
の
は
デ
ザ
イ
ン
や

広
報
紙
制
作
研
修
な
ど
に
取
り

組
む
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」（
兵
庫
県
三
田
市
、

窄さ
こ

口ぐ
ち

真
吾
代
表
）
で
す
。
窄
口

代
表
は
兵
庫
県
内
の
市
社
協
に

勤
務
し
、
広
報
紙
を
手
掛
け
た

経
験
が
あ
り
、
さ
る
９
月
に
は

県
社
協
主
催
の
「
市
町
村
社
協　

広
報
研
修
会
」で
講
師
を
務
め
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
講
座
は
同
日
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分
の
３
時

間
。
研
修
で
は
初
め
に
窄
口
代

表
が「『
伝
わ
る
』レ
イ
ア
ウ
ト
」

に
つ
い
て
講
義
。
続
い
て
、
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
木
下
星す

ば
る集

さ
ん

（
大
阪
府
）
が
「『
魅
せ
る
』
写

真
の
撮
り
方
と
伝
え
方
」
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。

防
で
き
る
！
」
と
の
副
題
が
あ

る
「
親
を
ボ
ケ
さ
せ
な
い
た
め

に
、
今
で
き
る
方
法
」。

　

著
者
は
２
０
２
０
年
10
月
、

県
民
福
祉
大
会
（
県
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
）
で
新
潟
市
を
訪

れ
、
記
念
講
演
し
た
藤
田
紘
一

郎
医
学
博
士
。
病
気
を
し
た
後

だ
と
打
ち
明
け
、
話
し
づ
ら
そ

う
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
語
っ
た
。
こ

の
講
演
の
約
半
年
前
に
本
書
が

出
版
さ
れ
、
講
演
の
約
半
年
後

に
81
歳
で
他
界
し
た
。

　
認
知
症
は
、
親
の
こ
と
も
自

分
の
こ
と
も
心
配
だ
。「
親
」

を「
自
分
」と
置
き
換
え
て
も
、

た
め
に
な
り
そ
う
だ
。

　
主
な
見
出
し
は
「
70
歳
を
過

ぎ
た
ら
朝
食
は
抜
く
」「
白
い

色
の
主
食
は
や
め
る
」「
辛
い

物
、苦
い
物
を
食
べ
る
」
な
ど
。

　
「
こ
れ
は
ム
リ
」
と
思
っ
た

内
容
も
あ
る
が
、
読
む
と
「
な

る
ほ
ど
」
と
思
わ
せ
る
。
先
生

の「
遺
言
」と
受
け
止
め
た
い
。

　

20
代
半
ば
。
新
聞
社
で

内
勤
の
後
、
駆
け
出
し
記

者
と
し
て
十
日
町
支
局
で

取
材
に
回
っ
た
。
当
時
は

「
過
疎
化
」と
い
う
言
葉
を

良
く
聞
い
た
。
集
落
の

人
口
が
減
り
、
と
き
に
集

落
が
消
え
る
集
団
離
村
が

ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　

人
口
減
少
は
現
代
も
深

刻
だ
。
少
子
高
齢
化
が
原

因
と
さ
れ
、
国
も
自
治
体

も
改
善
の
妙
手
を
探
し
あ

ぐ
ね
る
。
様
々
な
社
会
構

造
の
変
化
を
も
た
ら
す
人

口
減
少
は
し
ば
し
ば
暗
い

将
来
を
連
想
さ
せ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
悲

観
す
る
こ
と
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。
例
え
ば
フ
ラ

ン
ス
。
首
都
パ
リ
が「
花
の

都
」と
呼
ば
れ
、
世
界
中
の

観
光
客
を
魅
了
、
名
だ
た

る
観
光
大
国
を
築
い
て
き

た
。
一
方
で
近
年
、
マ
ン

ガ
や
ア
ニ
メ
、
和
食
な
ど
、

日
本
の
文
化
が
世
界
中
か

ら
観
光
客
を
招
き
寄
せ
て

い
る
。
資
源
が
無
く
て
も

人
口
が
減
っ
て
も
、
多
く

の
外
国
人
が
日
本
を
訪
れ

る
現
実
が
あ
る
。
こ
の
交

流
人
口
を
足
場
に
、
明
る

い
未
来
を
思
い
描
こ
う
と

し
た
ら
、
楽
観
に
過
ぎ
る

だ
ろ
う
か
。�

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

11月2022年

　
第
２
回
講
座
は
来
年
、
開
催

の
予
定
で
す
。

　
参
加
費
は
３
０
０
０
円
。
申

し
込
み
は
11
月
１
日
～
30
日
、

期
間
中
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
開

設
さ
れ
、
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

が
用
意
さ
れ
ま
す
。

　
研
修
に
参
加
す
る
社
協
を
対

象
に
「
全
国
社
協
広
報
紙
コ
ン

ク
ー
ル
２
０
２
２
」
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
で

shakyokoho@
print-for.com

２
月
28
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

社
協
広
報
紙

第
１
回
講
座

11
月
末
日
ま
で
受
け
付
け


